
活動内容と成果
●成果1　棚田保全の認知度を高めた
まずは、本事業及び棚田エコ学園の活動を通じて、
棚田の有する多面的機能とその重要性をより多く
の人に気付いてもらうことができ、全国に広げる
ことができた
●成果2　棚田保全に関する知識の教養・経験者の増加
学園により、棚田保全に関して興味はあるがどう
関わればよいかよくわからない人に対し、農作業
体験や講義等を行い、知識を深めるとともに、実践
的な経験を積む場を提供できた
●�成果3　新たな棚田保全の教育者・リーダーの育
成を8人を中心にできた

活動内容と成果
活動は2地区の30グループ、計600世帯を対象。各土
地利用別の植林に適した計40種類の樹木を住民と
ともに選択し、道路沿い、休閑地、池周り、水田、家周
りの計19haに、計2万本の多目的樹を植林した。薪
燃料の節約を促進する無煙かまど126ユニット、バ
イオガス14ユニットを設置。緑化に繋がる環境型農
業と食料・栄養改善の促進のため、雨水保水池を10
池、屋根水保水タンクを2ユニット設置し、並行して
魚養殖を16池に推進。200世帯の菜園に3から4種の
果樹を各々植樹した。

課　題
住民88人中、農地の後継者は、34人がいないが探し
ていない、また、9人がいないが探しているという現
状で、赤字の経営・少子高齢化・作業効率の悪さが課
題。担い手育成急務。

目　標
農、食、環境に関心がある人がお米を育てる体験を通
じて、持続的な棚田保全のための組織体制が確立さ
れ、棚田の保全が促進する。

課　題
乾燥地域で限界小規模農民世帯の占める割合の高い
地域で、飼い葉や燃料などの供給源である森林減少
や土壌浸食が進んでいる。

目　標
有効利用の余地のある土地に多目的樹植林が広ま
り、かつ適正技術の導入により住民の生活向上と温
暖化ガスの排出量を減少させる。

（特非）　棚田LOVERʼs
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全国に広げるための棚田エコ学園による人材育成
と棚田LOVERʼsフェス、戦略会議による生物多様
性棚田活動戦略の改定、生物多様性普及啓発活動

インド西ベンガル州ビルブム県における
土地利用別アグロフォレストリーと環境に
配慮した運用・利用の推進

棚田ラバーズフェス

住民グループによる公共休閑地の植林

棚田エコ学園稲刈り実習

住民も手伝ってバイオガスの
設置が進められる

実　践

はじめる助成

1年目

実　践

ひろげる助成

1年目

エコ学園の参加者 8 人

植林した多目的樹 20,000 本

フェス参加人数 400 人

設置した無煙かまど 126 世帯

今年度計画の達成度 90 ％

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 90 ％

目標達成度 40 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
助成金の手続きで初めてでわからな
い部分が多く、実際の事業との同時
並行に時間がかかった。丁寧な対応
に感謝。

■工夫した点
140程度の多くの団体と連携し、米
を育てる体験では、各回40人程度、
棚田フェスでは40団体の出店集客
を工夫した。

■苦労した点
雨季に依存する植林は、不確定要素
もあるので、それだけ効果的な準備
が要求される。

■工夫した点
受益者グループと計画・実施につい
て十分な話し合いをもち、「自分たち
の活動」として自主的な参加を促し
た。

●石垣積み、味噌、納豆づくり体験などの企画を通じて米を育てる参加者の拡大を図る
●他の地域の棚田団体や大学等とも連携する
●担い手、ファンを増やすため、棚田サミット、世界棚田サミット開催を目指す

3年間の活動で、小規模限界農民600世帯において食料、飼い葉、燃料の供給が
20％増加し、女性の家事労働が軽減されつつ地域レベルでの温暖化ガスを30％を
目安に減少させていく。

今後の
展望
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